
令和２・３年度 長崎県教育委員会指定 

令和元・２・３年度 大村市教育委員会指定 

研 究 紀 要 
大村市立三城小学校 

Ⅰ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 

感じて動く子どもの育成 

＜本研究が目指す児童の姿＞ 

＜研究仮説＞ 

＜学力調査の活用＞ 
（全国学力・学習状況調査 長崎県学力調査 大村市学力調査） 

調査の実施 結果の分析 三城小の重点課題の把握・設定 

基礎・活用タイムでの活用 練習問題での活用 

学習内容を確実に 

身に付ける児童 

自分の考えを豊かに 

表現する児童 

友達と一緒に 

高め合う児童 

子どものつまずきを予測して手立てを考える

ことで、学習内容を「分かった」と感じるこ

とができるであろう。 

話す・書く活動を工夫したり、場の設定の仕

方を工夫したりすることで、「伝えたい」と意

欲をもって取り組むことができるであろう。 

＜研究主題＞ 

「分かった」から「伝えたい」子どもの育成 

～読解力向上が深い学びへ～ 

～ 

～読解力向上が深い学びへ～ 

＜児童の実態＞ 
・指示や発問の意図が正しく伝わっていない。 

・学習直後は理解ができているが、時間が経つと定着できていない。 

・学力の差が大きい。 

・基礎的な力が身に付いているが、応用する力・表現する力に課題がある。 

・文を書いて答えたり説明したりすることが苦手である。 

 

・読解力の視点を取り入れた授業づくり

をする。 

・学力調査やレディネステスト等を活用

してつまずくポイントを把握する。 

・問題をしっかりとつかませる。 

・児童に届く発問・板書の工夫をする。 

・児童の言葉を生かしためあてとまとめ

をつくる。 

・学習規律を統一する。 

・伝える場面を計画した単元の構成を仕

組む。 

・ねらいに即した話す活動や書く活動を

計画的に仕組む。 

・ペアやグループ活動の設定の仕方を工

夫する。 

・話す場の設定を工夫する。 

・学力調査の問題を活用する。 

分かった 伝えたい 

授
業
づ
く
り 



Ⅱ 専門部の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論部の取組 

授業研究部の取組 

学力充実部の取組 

○ 共通実践事項の確認 ○ 読解力の視点の確認 ○ ペア・グループ活動の確認 

【教室の掲示物】 

・教室環境作り 

・板書カード 

・板書の色使い 

・ノートの書き方 

【板書・ノート指導】 

【号令】 

【はなまる筆箱】 

「長崎県読解力育成プラン」を基

に、どのような問題分野があるの

かを確認し、授業場面でどのよう

な手立てがあるのかを紹介した。 

⑤イメージ同定 ・文章から読み取ったこと

を絵や図、表などを用いて

整理させる。 

・指定された文章に合う図

やグラフを子どもたちが

選択するような場面を意

図的に設ける。 

 

「伝えたい」と感じるペア活動や

グループ活動について、学習活動

に応じてどのような仕組み方が

あるのかを整理し、確認した。 

ペア 答えの確認 

全体で伝え合う前の練習  

グループ 多様な考え 

スペシャリスト学習 

 

○ 読解力の視点を取り入れた授業や、ペア・グループ活動を工夫した授業の計画・実践 

○ 実践資料の作成 

○ 各種学力調査の分析 

○ 各学年、三城小の重点課題の把握 

○ 基礎・活用タイムの計画・実践 

 

１一（２）「相手や目的に応じて発表の方法を工夫する」 
    （県…46.2％ 本校…24.5％）  
・正答例…「ぼうグラフにした方が人数の差が分かりや
すくなるから。」  
・誤答例…「グラフの方がわかりやすいから」  
＜ポイント＞  
「人数の差」が分かりやすくなることについて言及して
いるか 

○各学年の関連単元 
１年 「小学校のことをしょうかいしよう」 

「すきなきょうかはなあに」  
２年 「ことばで絵をつたえよう」 

「すきな場所をおしえよう」  
３年 「外国のことをしょうかいしよう」  
４年 「調べたことをほうこくしよう」  
５年 「資料を見て考えたことを話そう」  
６年 「町の未来をえがこう」  

読解力の視点を取り入れた授業とはどうすればよい

のだろう？ 

「伝えたい」子どもたちを育てるために、ペアや 

グループ活動をどのように仕組めばよいのだろう？ 

普段の授業で「読解力の視点」を取り入れる 普段の授業でペア・グループ活動を計画的に仕組む 

「読解力の視点」を取り入れた授業、「ペア・グループ活動」を工夫した授業の実践例の作成 

長崎県読解力
育成プラン 研究授業での 

実践 

理論部のペア・グルー

プ活動の仕組み方 

理論部の 
読解力の視点 

研究授業 
での実践 

令和２年度長崎県学力調査の分析（国語） 

県学力調査で課題となる問題を取り上げ、各

学年の関連する単元を洗い出し、授業をとお

して改善を図ることを全校で確認した。 

長崎県授業改善 
メソッド 



Ⅲ 学力調査の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 学力調査において、全国平均より１０ポイント以上低い項目が生じないことを目指す。 

２年 「自分の思いや考えが明確になるように文章を書く」問題で、全国平均以上を目指す。 

「文章問題を解くために立式し、正しい答えを求めることができる」問題で、全国平均以上を目

指す。 

３年 「指定された長さで文章を書く」問題で、全国平均以上を目指す。 

算数の文章問題において、全国平均以上を目指す。 

４年 「文章を書く」問題で、全国平均－１０ポイント以内を目指す。 

５年 「文章を書く」問題で、全国平均以上を目指す。 

「数と計算」の領域で、全国平均以上を目指す。 

６年 「書くこと」の「自分の意見を支える理由を明確にして書いている」問題で、全国平均－１０ポ

イント以内を目指す。 

「数と計算」記述問題で目標値（標準学力調査で設定されている値）－５ポイント以内を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査の分析から弱点の把握 

目標の数値化 

授業に生かす 基礎・活用タイム 

全国学力・学習状況調査 長崎県学力調査 大村市学力調査（標準学力調査） 

 各教科、平均正答率より低い領域の確認 領域ごとの比較 

 平均正答率より低い項目の確認 

 誤答類型・誤答例の確認 
設問ごとの比較 

 各学年の子どもの弱点項目から、今年度の大村市学力調査（１２月実施予定）における、具体的な数値目

標を立てる。 

 学力調査の結果から、昨年度のつまずきを確

認する。 

 毎週火曜に「基礎タイム」、木曜に「活用タイム」

を設定し、各学年の子どもの実態に合わせて取り

組む内容を選び、問題に取り組ませる。 

 授業におけるつまずきを予想する。 

 授業における教師の手立てを工夫する。 

 全国・県・市の平均との比較 

 昨年度の結果との比較 
全体の傾向の把握 

月 日 曜 教科・タイム 内容
6 1 火 国語・基礎 敬語

3 木 国語・活用 手紙の書き方

8 火 算数・基礎 分数のかけ算

10 木 算数・活用 単位量当たりの大きさ

15 火 国語・基礎 敬語

17 木 国語・活用 委員会を紹介しよう（書くこと）

22 火 算数・基礎 分数のかけ算

24 木 算数・活用 平均とその利用

29 火 国語・基礎 修飾語

Ｒ３基礎・活用タイムカリキュラム（６年）



Ⅳ 授業づくり① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分かった 

「めあて」と「まとめ」にこだわる授業づくり 

学力調査を生かして子どものつまずきを予想 

読解力の視点を取り入れた授業改善 

確実な理解の定着 

事前の指導 

単元の指導 

本時の指導 

 

 

 学習して分かったこと、できるようにな

ったことを振り返り、子どもたちの言葉を

使ってまとめる。 

 

 

 子どもたちの興味を高められるよう、疑問

に思ったことを基に、子どもたちの言葉で立

てる。 

めあて まとめ 

整
合
性 

 学力調査やレディネステストを生かして、本時（本単元）の学習場面で、子どもたちがどのようなところ

でつまずくのかを予想して、指導に生かす。 

 家庭学習等で２年生の復習に取り組ませ、特に繰り下がりの計算の仕方を中心に

本単元と関連付けて学習内容の確認を行う。 

（例）３年 算数 「繰り上がり・繰り下がりのある計算で正答率が低い」 

 位取りの図を使って計算の手順や繰り上がりの仕方について考えたり話したり

する活動を設定し、計算の仕方について理解を深めさせる。 

 グループ活動で数カードを操作することで、百の位から波及的に繰り下がりをす

る意味を「分かった」と実感を伴って理解させる。 

 「教師が発言する内容が、子どもに正しく伝わっていないのではないか」という考えから、教師の指示や

学習内容を子どもたちが正しく理解できるよう、手立てを工夫する。 

考える内容を正しく捉えさせる 

学習内容を理解させる 

読解力の視点 

何を考えればいいのか

な？ 

今日はこんなことを考え

ればいいのか！ 

今日の学習が分かった！ 

学習問題を正しく把握させる 

１単位時間のゴールの姿 

本時の目標 

「どんな力を身に付けさせたいか」 

「どんなことができるようにしたいか」 



Ⅴ 授業づくり② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ペアで話す時間やグループで話し合う時間の確保 

①筆算の仕方 

まず、  の位から計算します。 

     は    ので、 

 

 

 

     で  になります。 

次に、  の位を計算します。 

     で  になります。 

それから、  の位を計算します。 

     で  になります。 

答えは、    です。 

（以前の指導） 

・板書を全て書かせる。 

・自分の考えを全て書かせる。 

伝えたい 

単元の仕組み方 

ペア・グループ活動の設定の仕方を工夫 

ねらいに即した書く活動 

 ペアの活動を練習、発表と使い分けることで、

話すことへの意欲を高めたり、本時の目標を達成

する手立てとしたりする。 

 グループ内で役割をもたせ、自分で考えたり、

他のグループの同じ役割の子どもと話し合わせた

りすることで、グループでの話合いを充実させる。 

  単元のゴールとしてどのような子どもの姿を思い描くのか、指導と評価の一体

化のための資料を基に、評価規準を設定する。 
単元の評価規準 

  単元を通して子どもたちの学習が構築できるよう、単元を通しためあてを設

定したり、同じ流れで指導を繰り返したりする。 
単元の指導計画 

 国語科の学習では、単元を見通してどのような学習を進めていくのかを子どもたちにも把握させるため、

「学習の最後にはリーフレットを作る」というような単元のゴールの姿を伝えたり、単元名を工夫して興味

を高めたり、意欲を継続したりできるようにする。 

（例）２年 国語 「めざせ！せつめい名人！～ことばで絵をつたえよう～」 

   ５年 国語 「ここがおもしろい！ 

＜注文の多い料理店＞のリーフレットを作って紹介しよう」 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

同じ問題を解いたペアで説明

を考え、説明の仕方について

練習したり相談したりする。 

異なる問題を解い

た赤と青のペアで、

本番の説明をする。 
● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 
● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

● ● ● 

グループの中で役割分担が違うため、

自分が担当した答えを考えたり話し合

ったりして、伝えようとする。 

 書く量、書く内容を考え、「本時の目標」に照らして、必要なものを

精選して書く活動に取り組ませる。 

  単元を通してどのような資質・能力を高めるのか、学習指導要領を基にして目標

を立てる。 
単元の目標 

ノートの例 

全部書けるかな？ 

書くことに集中！ 



Ⅵ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 

年度 教科 全国平均 差 

R3 
国語 ６４.７ ６.３ 

算数 ７０.２ ２.８ 

H31 
国語 ６８.８ －０.８ 

算数 ６６.６ －０.６ 

           ※表内の数値は正答率（％） 

長崎県学力調査 

年度 教科 県平均 差 

R３ 
国語 ６０.０ ９.０ 

算数 ６４.９ ０.１ 

R2 
国語 ５１.７ ２.４ 

算数 ５７.８ ３.３ 

           ※表内の数値は正答率（％） 

大村市学力調査（R2.12実施） 

 

 

※ 同一集団の経年比較。学年は R２年度時点のもの。 

赤線は国語、青線は算数の標準スコア（全国平均を５０とみたときの値） 
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３年（現４年）
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４年（現５年）
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50
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H29 H30 H31 R2

５年（現６年）

45
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55

H29 H30 H31 R2

６年（現中１年）

○ 成果 

 ・学力調査を基に弱点を把握し目標を立てることで、指導法が明確になった。 

 ・学年の課題を捉えることで、学年で統一した指導法を確認するなど、共通実践につながった。 

 ・読解力の視点を取り入れた研究授業の実践を通して、普段の授業で提示の仕方をどのように工夫すれば子

どもに正しく伝わるのかと考えるようになり、授業改善につながった。 

○ 課題 

 ・書く力、表現する力にはまだ課題があるので、「書く活動」「話す活動」を意図的に仕組んでいく。 

 ・正しい読みが十分にできていないので、読解力の視点を教師が使うことで、子どもたちが図に表したり大

事なところに印を付けたりできるようにしていく。 

 ・時間が経つとできなくなることも多いので、計画的に問題に取り組ませることで更なる定着を図る。 

 ・教科を絞らない研究を行ってきたので、今後、各教科の指導についても研究を深めていく。 

 本年度、全国学力・学習状況調査、長崎県学力調査ともに、全国や県の平均を上回る結果となった。全国学

力では算数の「図形」の領域（面積を求める）で課題が見られた。県学力では、国語の「読むこと」、「書くこ

と」、算数の「数と計算」の領域で課題が見られた。大村市学力調査の内容と比較しても、学年として苦手とし

ている分野の平均正答率が低くなっている。記述問題についても他の問題と比較して正答率が低くなっている。

成果が見られた部分については指導を継続しながら、課題である表現する力について更に向上できるようにし

ていきたい。 


